
多摩セミナー
（電通大＋首都大　原子物理グループ合同セミナー）

2010 年 7 月 9 日（金）　15:00～

電気通信大学レーザー新世代研究センター７階大会議室

１．電通大からの報告（計 1 時間）

(a) 多価イオンと電子の衝突過程　（胡智民）

(b) 多価イオンと表面との相互作用　（山崎詔）

(c) 多価イオンの分光データ　（大橋隼人／小松明浩）

２．首都大からの報告（計 1 時間）

(a) HIMAC を用いたコヒーレント共鳴励起実験　（須田慎太郎）

(b) ECR 多価イオン源を用いた多価イオン衝突実験　（神田拓真）

(c) 静電型蓄積リング実験　（佐藤智子／座間優）

(d) 極低温移動管実験　（山添純一）

～　小休憩　～

３．新 PD 研究紹介（約 1 時間）

井上洋子（首都大・物理・特任研究員)
題名：低速多価イオン衝突における運動量移行及び分子解離ダイナミクス

要旨：多価イオンと原子もしくは分子の衝突ダイナミクスは原子物理学分野だけでなく、宇宙

物理学分野や核融合プラズマ分野など様々な分野において重要であり、多価イオン衝突に

関するデータはそれぞれの分野の基礎データとして応用されている。しかしながら、1 keV/u 
以下の低速度領域における多価イオン衝突は多くの実験的な問題があり未解明な部分が多

い。そこで、我々は低速度実験を可能とする装置 mini-EBIS (Electron-Beam-Ion-Source) を
用いて、300 eV/u 以下の低速度領域における多価イオンと分子の衝突ダイナミクス、特に衝

突後の分子の解離を明らかにする為に研究を行った。セミナー当日は、低速多価イオンと分

子衝突によって生じる運動量移行、そして衝突後に分子が引き起こす特異な解離現象につ

いて得られた研究成果を報告する。

18:00 頃～　懇親会（多摩コンパ）

参加費：3,000 円（学生は 1,000 円）

※なお、セミナーに先立ち 13:30 からは、大谷先生による「多価イオン入門」講座が開設されます。

主な対象は４年生ですが、大学院生も大歓迎です。


